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「まなぶ・かかわる・つくりだす:フィールドワークの現場からみえてくる世界J

都市計画という分野におけるコラボレーション

ゴンダール市における実践的なかかわり

度;肱.出砲大学のB設楽と�Ilします。 本日は「都『打

i計iバ汁|十.11附"阿1町可という分担野fにおけるコラボボ.レ一シヨン:ゴン

ダ一Jルレdj(にこおける:文J末k

マで発Aぷtさせせ.ていたただ、きます。

私は2003"1三のぶよりみ;絡的に，エチオピアのゴ

ンダーノレdïに長期滞在するようになり， ゴンダー

ルの:/11\"j ，fl-I国マスタープランの改訂事業にかかわ

ってきました。

古都ゴンダール

はじめに， 私がいま大学に在学しながらかかわ

っている=ゴ‘ングーノレの紺介をさせていただきます。

ゴ‘ンダールはエチオピア北部のアムハラ什|の北白1\

に位凶し， 17 11tk:�ゴ‘ンダールモ];9jの首都として栄

えました。 その当Hキの王宮は， 現在ユネスコの世

界文化泣jJ"f_に登録されています。 また， ゴンダー

ルから'Iiで数HキIIIJほど北上したところにはセミエ

ン国立公回という|住界自然遺産も存在します。 ゴ

ンダーノレは， そのほとんどはユーカリの木なので

すが， 結に閉まれた雁史抗�\市といった趣の町で‘す

(写災1 )。

ゴンダーノレはまた， 1936年から5年間， イタリ

アílYがエチオピアに以・攻した際に重要拠点として

写真1 ゴンダールの町

設楽知弘

IJfJ発され， その当時イタリアíJïにより建設された

数多くのイタリア植民地建築が現在でも存住して

います。 調仮によるとその数は400粁近くあり，

公共胞設， 娯楽胞設， 商業施設， 住宅といった多

事fi多織なili築が残っています。 また， イタリア市

は都rliJ Iï回を実胞しましたので， 道路や生析に必

要なライフライン， その他には起伏が激しいゴン
ダールの11ITならではなのですが， 石の|階段も造っ

ています。

エチオピア北部から南部にかけて， 写真2のよ

うな円形相の住居が数多く見られるのですが， ゴ

ンダールにおいては， その工法を建築学的にみる

と， !!.!i(liはイTを砧み上げた組税工法でつくられて

し、ます。 例えばエチオピアの北部でもラリベラや

アクスム， またl判部のIUTでも円形をしてjlJj;fffの九i

般が匁かる同じような様式の建築が多く見られま

す。 しかし， ゴンダーノレのものは， それらと比般

するとえII築の規模がやや大きく， 内部にしっかり

とした4本の柱が存在することなどから， この地

域特有のili築綴式と考えられます。

ゴンダール市の都市計画

つぎにプロジェク卜の紹介を させていただきま

写真2 円形裂の住居
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写真3 ゴンダール市役所

す。不l、が現地にいって， 実際に何をしているのか

というと， 山l世u宝塾大学・ゴ‘ンダーノレ市・アムハ

ラ州・ アジスアベパ大学という四つの組織が共同

で， ゴ‘ンダールの一都市計画マスタープランの改訂

τl��を2001年からスター卜しています。その多く

は本日の発点では省略しますが， ゴングーノレカ旬、

まどういうII�姐を抱えているかといいますと， ま

ずエチオピア全j成で共通する問題のひとつですが，

急激な人rl附加があります。 そのため1I1Tの土地利

川を取りじげてみても. 将来， どこの土地をどの

ように活)TJしていくか， 宅地な のかそれとも間業

地として'1削ii汁ーるのか， それとも工業地として使

っていくのか， そのような土地利用計岡が大きな

問題となっています。

また， �通に|対しては， 現在自家用t江の数はそ

んなに多くないてaすし， 人々の移動はパスやタク

シーJ ，1，号'11 (ガリ)といったものですが， 今後10

年で也、速な自家刑弘前用車の普及が予測されま

す。 そのための交通計umゃ道路計画も， 今からし

っかりと取り組まなくてはなりません。

屯�なのは今後1O�20年先に，ゴンダーノレの111]"

がどう変わっていくかを考えながら， このIIITはい

ったいどうなるべきか， というゴ‘ンダールの未来

像 をつくる。 こうい うことを現在おこなっていま

す。

ゴンダール市役所ではたらく

では， 私が実際働いているゴーンダーノレ市役所の

椋子をお見せします。 �n3の建物はイタリアJT_(

が65 {j三ほど前にili設したもの を 市役所として使

っています。写真4が私のオフィスの綴子ですが，
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写真4 オフィスの線子

このfíil屈の3�4人のエチオピア人とともに者Ildî

;n-阿の仕事をすすめています。

2001 年にこのプロジェク卜がスター卜してか

ら. t"1Idnl.阿に必要なデータを調査・収集するこ

とは， さまざまな分野のエチオピア人が集まって，

共|μlでおこなってきたのですが， それを必に;n阿

をする|際に今Hの都市計商事業においては， コン

ヒ。ューター化する作業が不可欠となってきます。

私の分犯としては， 市役所l版口へのコンピュー

ターの指叫が最初の仕事でした。 市役所にはコン

ヒ。ューターを使える職員がかなりいたので寸ーが，

ili築関係のソフトウェアを使える人がいなかった

ため， その教育からスター卜しました。 つぎに，

そのソフトウェアを使って手持きではなくてコン

ヒューター化された電子地図の作成。 これはなぜ

必要かというと， 大勢の方が参加lしているときに

同じデータをみなでシェアする， これは手JFきで

すとなかなかうまくし、かないのですが， コンヒュ

ーターを使うとまったく同じデータを、ンェアして，

1-1本でもアジスアベパで、も同時に�HiTiiを進めてい

くことができま寸二

また， ï位イー地図を含めたデータの41:思!と吏新，

I!夜!J.:的処造物の調査， これはさきほど制介した=ゴ.

ンダーノレのIIITの特色のひとつとしての，UMii:です。

あとは各個人・組織問のスケジューノレ官:足liとワー

クショップのコーディネートなどです。

'，11:子.11!!図の一部(1豆11 )は土地利川計画をあら

わしたものです。 現在の ゴ、ンダーノレの領峻がわか

ります。 地図の下の方に空港があり， その北の方

が市街地となっています。 ゴンダールは尚北に15

�16キロ， 京商に3�4キロというかなり制l長い
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図1 電子地図 ゴンダールの土地利用計画

形状をしていまして， これは都市;tI阿(I(Jにみても

特殊な引例です。 この細長いIlJrを今後どういうふ

うにするのか。 行政「内な機能をどこに附き， 産業

をどう促え， 新しい道路はどこに必�:か， 等々今

後どのように発展させていくべきか。 こういった

ことを議論しているのです。

|支12はもうひとつの例で， ゴンダールのj罷史的

ill造物の分イriをあらわしています。 時史的ill造物

を悉皆rl(JIこz淵査し， 地問トーへのマッピングをとお

してその分イriをあきらかにします。 また， I悟史I'I�

な文献やヒアリンクーから， このIlIrがどのように形

成されてきたのかといった分析も始めています。

そして， これまで200J年から現在まで4阿の

ワークショ ップを定期的にl!fJHl\し， このプロジェ

クトに関係しているエチオピア人と日本人がゴン

グーノレに集まり， それまて、各削人・組織がおこな

ってきた成巣の発友， ディスカッション， 意見交

換， そしてつぎのワークショッフにIÎ'Jけての役芥11

分担などを決定します。 写・1'.[，5は3週間ほどまえ

にJJ�m\されたワークショップの係予ですc

地域とのかかわりからという観点で， これまで

の共同作業での問題点にI�Jして， ひとつのエヒソ
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図2 電子地図 ゴンダールの歴史的建造物の分布

一卜・を紹介します。 エチオピアで、は都nï言|・IIlfjを教

えている大学は二つしか作在せず， また学生も10

�20人規模でしかありません。 こういう人たちの

なかには，もちろん海外に11\ていく人もいますし，

国|人!とくに首都のアジスアベパで所脱している人

もいますが， とにかくエチオピアで都市立|・阿をす

すめる似合には人料不足ということが， 大きなI/\j

題です。 �?:門家の不足は， {I也の分野でも指摘され

写真5 ワークショップの僚子
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ま すが ， と り わ け都市計画の分野では深刻なの で

す。

ま た ， 人材の流出 も 同 じ く ら い深刻です。 じ つ

はエチオ ピ アにお い て 土木や建築， 都市計画 と い

っ た分野は， こ の 2 ....... 3 年で仕事の数が急激に増

え て き て い る の です。 市役所の よ うなお役所の職

場環境は， 決 し て いい と はいえず， 首都の 民間企

業な どに く ら べ る と 年々 差が 開 い て い ま す。 と く

に収入の而では， 場合によ っ て は 3 倍近 く 月 給に

差がでて い ま す。 結局， ゴ ン ダール市役所か ら も ，

こ のプ 口 、ジ ェ ク 卜 が ス タ ー ト し て か ら 経験 を積ん

だ 3 名 の職員が ア ジ ス アベパの 民間企業な どに流

れ て い き ま し た。 こ れ を止め る 手段は正直いっ て

現状ではな かなかあ り ま せん。

プ ロ ジ ェ ク ト をすす めて い く 際に感 じ た 問題 と

し て ， 行政組織やア ジ ス ア ベパ 大学の よ うな学術

機関 と 仕事 を す る うえ で， 各個人 ・ 組織が受 け も

っ た仕事の 責任 を明確に し ， そ のなかでの意思決

定のや り 方 も し っ か り 方法 を 定 めて し 、 く 必要があ

る こ と が 挙 げ ら れ ま す。

ま と め

最後に， ゴ、 ン ダールで・の共同作業か ら 得た発見

につい て ， も うひ と つエ ピ ソ ー ドを紹介 し ま す。

人材が流出 し た あ と に， ゴ ン ダール市役所で、は
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専門学校や大学 を 卒業 し た ばか り の経験 の 浅い ，

若い職員 を採用 し ま し た。 こ の 1 年近 く の間， 私

は彼 ら と と も に一緒に考えて行動に移す， ま た 彼

ら を ス キル ア ッ プ さ せて い く と いう経験 を し ま し

た。
た と えば， い く ら コ ン ビ ュ ー タ ー の 知識があ っ

て も ひ と つ の ソ フ ト ウ ェ ア し か使え な い と いう職

員 ばか り で し た ので， そ こ に も うひ と つ ち がう ソ

フ ト ウ ェ ア の使い方を 教 え て い き ま し た。 その 二

つ が使え る こ と で， か な り 応用 的に幅の広 い仕事

が こ なせ る よ うにな り ま し た。 こ の経験はそれ以
外の 作業に も 同 じ こ と がいえ て ， い ま ま で考え て

い る だ け で実行 で き な かっ た こ と が ， 複数の技術

を融合 さ せ る こ と で可能にな る 。 こ の よ うな こ と

が， 私が ゴ、 ン ダール市役所で勤務 し た な かでの 大

き な発 見 と な り ま し た。

ゴ ン ダールで、の共同作業か ら 現場でなにかす る

こ と の意味 と はなんな のか。 1 年 と いう短い期間

だけエチオ ピア 人 と と も に働 い て き た私 と し て は，

現場で なにかす る こ と の意味は， ま だ明確には見

え て き て い ま せ ん。 と も に考え ， 学び， 実行す る

と いう こ と の な かか ら 見 え て く る のか も し れ ま せ

んが， こ れに関 し て は後ほ ど の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

でいろ い ろ と 意 見 を伺えた ら と 思 っ て お り ま す。

以上です。 ご静聴あ り が と う ご ざい ま し た。
( し た ら ・ と も ひ ろ /鹿応大学)


